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近
年
の
信
楽
線
運
営
状
況

鉄
道
沿
線
で
進
む
少
子
化
な
ど
の
影
響
に
よ
る

利
用
客
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
信
楽
高
原
鐵
道
㈱

で
は
、
毎
年
４
千
万
円
か
ら
５
千
万
円
の
経
常
損

失
を
計
上
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
で
は

平
成
24
年
度
ま
で
、滋
賀
県
の
財
政
支
援
を
受
け
、

経
常
損
失
額
な
ど
に
応
じ
た
運
営
費
補
助
金
を
交

付
し
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
同
社
で
も
、
経
営
改
善
を
め
ざ
し
、

季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
運
行
や
、
干
支

キ
ッ
プ
等
の
企
画
キ
ッ
プ
の
発
売
な
ど
の
企
画
を

行
う
と
と
も
に
、
経
費
削
減
に
取
り
組
ま
れ
て
き

ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
収
支
改
善
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

国
の
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
へ
の
対
応

同
社
は
、
市
や
県
な
ど
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク

タ
ー
の
会
社
と
し
て
地
域
公
共
交
通
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

全
国
に
は
42
の
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
赤
字
経
営
に
陥
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
国
は
、
鉄
道
事
業
再
構
築

事
業
を
提
唱
、
関
係
法
令
の
改
正
を
平
成
20
年
10

月
１
日
に
実
施
し
、
制
度
化
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
路
線
の
輸
送
維
持
を
目
的
と
し
て
お
り
、

上
下
分
離
方
式
な
ど
に
よ
っ
て
鉄
道
事
業
の
構
造

変
更
を
支
援
し
、
同
時
に
地
域
や
鉄
道
事
業
者
が

鉄
道
利
用
促
進
策
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

信
楽
高
原
鐵
道
の
場
合

同
社
で
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
抜
本
的

に
経
営
を
改
革
す
る
た
め
の
計
画
を
昨
年
６
月
に

策
定
し
ま
し
た
。計
画
の
中
身
は
、「
公
有
民
営
化
」

に
よ
る
上
下
分
離
方
式
の
導
入
に
よ
る
経
営
再
生

が
柱
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
県
と
市
が

協
議
を
す
す
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
の
公

共
交
通
機
関
を
維
持
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
重
視

し
、
計
画
を
支
援
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

「
公
有
民
営
化
」
に
よ
る

上
下
分
離
方
式
と
は

同
社
は
開
業
来
、
第
一
種
鉄
道
事
業
者
※
と
し

て
線
路
や
枕
木
、
踏
切
や
信
号
な
ど
の
鉄
道
施
設

及
び
車
両
や
土
地
を
保
有
し
、
運
行
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
４
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ら
の
鉄
道
施

設
を
市
に
譲
渡
し
、
市
が
第
三
種
鉄
道
事
業
者
※

と
し
て
道
路
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
公
有
施
設
と
し

て
保
有
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
の
こ
と
を
、「
上
下
分
離
方
式
」

と
表
現
し
て
い
ま
す
。
事
例
ご
と
に
細
か
な
違
い

は
あ
る
も
の
の
、
中
国
地
方
の
若わ
か
桜さ

鉄
道
な
ど
が

既
に
こ
の
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
方
式
に
よ
り
鉄
道
会
社
は
、
企
画
や
経
費

削
減
な
ど
の
経
営
改
革
に
専
念
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
黒
字
化
に
向
け
て
の
経
営
戦
略

を
立
て
、
実
行
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

安
全
安
心
な
地
域
公
共
交
通
を
維
持
し

ま
ち
の
活
性
化
を

市
で
は
、
安
全
安
心
な
地
域
公
共
交
通
を
維
持

し
、
そ
れ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

鉄
道
や
バ
ス
が
な
け
れ
ば
生
活
に
不
便
を
強
い

ら
れ
る
市
民
の
た
め
、
ま
た
環
境
負
荷
を
小
さ
く

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
公
共
交
通
機
関
の
確
保
や

ダ
イ
ヤ
の
充
実
な
ど
を
め
ざ
し
ま
す
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
利
用
促
進
が
絶

対
条
件
で
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
、
公
共
交
通

機
関
を
積
極
利
用
し
た
「
エ
コ
通
勤
」
を
試
験
的

に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
こ
の
取
り

組
み
を
全
職
員
に
拡
大
し
、
今
後
市
民
の
皆
さ
ん

や
市
内
企
業
に
も
賛
同
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

上
下
分
離
方
式
に
よ
る
信
楽
高
原
鐵
道
信
楽
線

の
維
持
も
、
将
来
の
公
共
交
通
機
関
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
も
の
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
な
り
、
安
全
で
快
適
な
生
活
の
基

盤
と
し
て
公
共
交
通
機
関
を
維
持
、
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

未来に向け走りつづけるために
４
月
１
日
か
ら
信
楽
高
原
鐵
道
信
楽
線
は

公
有
民
営
化
に
よ
る
上
下
分
離
方
式
に

上下分離方式により新たにスタートした信楽高原鐵道

問
い
合
わ
せ

　
公
共
交
通
推
進
室

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
７
２

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
５
４　

【
用
語
解
説
】

※
第
一
種�

鉄
道
事
業
者
…
鉄
道
施
設
を
保
有
し
運
行

も
行
う
鉄
道
事
業
者

　
第
二
種�

鉄
道
事
業
者
…
鉄
道
施
設
を
保
有
せ
ず
運

行
の
み
を
行
う
鉄
道
事
業
者

　
第
三
種�

鉄
道
事
業
者
…
鉄
道
施
設
の
み
を
保
有
し

運
行
は
行
わ
な
い
鉄
道
事
業
者
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人
権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と
は

人
権
擁
護
委
員
に

　
平
成
25
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
、人
権
擁
護

委
員
４
名
が
任
期
を
迎
え
ら
れ
、１
名
の
委
員

が
退
任
、４
名
の
委
員
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28

年
3
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
今
後
、市
内
の「
人
権
な
ん
で
も
相
談
」を
中

心
に
、「
人
権
週
間
」に
お
け
る
街
頭
啓
発
等
、市

内
で
の
人
権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
。

　
人
権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と
を
抱
え
て
お
ら
れ

る
方
は
、人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
退　
任

　
市い
ち
井い 　
幸ゆ
き
夫お

さ
ん（
土
山
町
大
野
）　

●
再　
任

　
豊と
よ
田だ 

い
づ
み
さ
ん（
信
楽
町
江
田
）

　
前ま
え
田だ 

喜き

志し

江え

さ
ん（
土
山
町
北
土
山
）

　
片か
た
山や
ま 　
澄す
み
子こ

さ
ん（
土
山
町
笹
路
）

●
新　
任

　
福ふ
く
山や
ま 　
芳よ
し
夫お

さ
ん（
土
山
町
徳
原
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
加
入
者
の
う

ち
、年
金
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
へ
、

市
か
ら「
特
別
徴
収
仮
徴
収
額
通
知
書
」を
４

月
上
旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
特
別
徴
収
は
、年
金
支
給
月
で
あ
る
４
月・

６
月・
８
月・
10
月・
12
月・
２
月
に
保
険
料
を

年
金
天
引
き
す
る
方
法
で
行
い
ま
す
が
、平
成

25
年
度
分
の
保
険
料
は
平
成
24
年
中
の
所
得

が
確
定
す
る
６
月
以
降
で
な
け
れ
ば
確
定
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
４
月・
６
月・
８
月
に

つ
い
て
は
平
成
25
年
２
月
の
徴
収
額
と
同
額

を
徴
収
し
ま
す（
仮
徴
収
）。
10
月・
12
月・
２

月
に
つ
い
て
は
、７
月
に
確
定
す
る
平
成
25
年

度
の
年
間
保
険
料
の
額
か
ら「
仮
徴
収
額
」を

差
し
引
い
た
額
を
３
回
に
わ
け
て
徴
収
し
ま

す
。

　
対
象
と
な
る
方
に
は
４
月
上
旬
に
個
別
に

通
知
を
し
ま
す
。

■
納
付
方
法
の
変
更

　
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

に
変
更
で
き
ま
す
。

　
年
金
天
引
き
を
や
め
た
い
方
は
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、保
険
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

一時預かり保育事業のご案内
　保護者の方の仕事や病気・育児疲れ等のため、緊急または一時的に保育を必要とする場合に
お子さんをお預かりします。

市内に住民登録がある方で保育園または認定こども園（長時部）に在園されていないお子さん
≪生後６か月（満６か月になった翌月）～小学校入学前のお子さん≫
　（ 市外の方は、特別な必要があると認められ、施設に余裕がある場合のみの利用となりますので、実施施設にお問い合

せください。）

年齢・利用時間によって異なります
※年齢は4/1現在
の満年齢です。

市内在住
１日（8h以内） 半日（4h以内）

0,1,2歳児 2,800円 1,400円
3歳児 1,400円 700円

4,5歳児 1,200円 600円
※年度途中に誕生日がきても、利用料金が変わることはありません。
※施設によって別費用が発生する場合があります（詳細は各実施施設
　へお問い合わせください）。
※市外の方については別料金となります。

■利用手続き：申請制　
　　　　　　　▶毎月の受付日（日・祝日の場合は翌開所日）に翌月分の利用希望申請を一斉受付。
　　　　　　　　受入可能であれば、随時受付。
※お問い合わせは直接以下の実施施設までご連絡ください。

【実施施設】　
水口子育て支援センター� ☎65-5511� Fax 65-5522� 土山にこにこ園（保育園）�☎／Fax 66-0165
甲賀西保育園� ☎88-2242� Fax 88-2248� 甲南東保育園� ☎／Fax 86-2420
信楽にこにこ園（保育園）� ☎／Fax 82-0427

※お問い合わせは直接以下の実施園までご連絡ください。

【実施園】	 ◦社会福祉法人ひまわり会　水口北保育園　　☎62-1085　Fax 63-8617
� ◦社会福祉法人甲南会　甲南のぞみ保育園　　☎86-0878　Fax 86-0740

私立実施園

公立実施施設

利用
できる方

利用料金

《一時預かり保育を実施している施設》

《公立実施施設の受付日：毎月10日》

問
い
合
わ
せ

　
人
権
推
進
課　
人
権
政
策
係

　
☎
６
５
‐
０
６
９
４　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２

問
い
合
わ
せ

　
保
険
年
金
課　
☎
６
５
‐
０
６
８
９

 
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　

 
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ

こども未来課　☎86-8179　Fax86-8380
問い合わせ

あなたの地域を
行政情報番組で

  

セ
ン
タ
ー
職
員
が
取
材
に
伺
い
ま
す

　
昨
年
度
か
ら
、あ
い
コ
ム
こ
う
か
光
テ
レ
ビ
で

放
映
を
開
始
し
て
い
る
市
政
情
報
番
組「
き
ら
め

き
こ
う
か
」を
、さ
ら
に
充
実
し
、ま
た
地
域
に
密

着
し
た
番
組
作
り
を
行
う
た
め
、各
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
皆
さ
ま
の
地
域
に
お
伺
い
し
、取
材
を
行

い
ま
す
。

【
取
材
対
象
】

☆ 

自
治
振
興
会
主
催
の
行
事

☆ 

地
域
の
で
き
ご
と

☆ 

地
域
の
風
景
　
な
ど

　
職
員
は
市
広
報
の
腕
章
を
つ

け
て
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
取

材
に
伺
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ま

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、行
政
情
報
番
組
な
ど
で
取
材
し
て

ほ
し
い
、市
内
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
い
う

情
報
が
あ
れ
ば
広
報
課
ま
た
は
、各
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
広
報
課　
広
報
広
聴
係

　
☎
６
５
‐
０
６
７
５　
Fax
６
３
‐
４
６
１
９

　市では、23全ての地域市民センターにビデオカメラを配備し、各
自治振興会などで行われる活動などを取材し、行政情報番組内で放
映します。

♣
第
８
回 

信
楽
窯
元
散
策
路

　

ぶ
ら
り
窯
元
め
ぐ
り

 

期
間  

４
月
12
日（
金
）～
14
日（
日
）

 

場
所  

窯
元
散
策
路（
信
楽
町
長
野
）

　
問　

  

信
楽
窯
元
散
策
路
の
Ｗ
Ａ 

（
代
表
今
井（
丸
滋
製
陶
）） 

 

☎
８
２
‐
０
０
３
３

♣
水
口
曳
山
祭

 

日
時  

４
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
　
夕
刻
～　
　
宵
宮
祭　

　

 　

 　
４
月
20
日（
土
）

　
　
　
　
　
10
時
頃
～　
曳
山
巡
行

　
　
　
　
　
14
時
頃
～　
神
輿
渡
行

 

場
所  

水
口
神
社

　
問　

 

甲
賀
市
観
光
協
会

　

 　
　
☎・
Fax
６
０
‐
２
６
９
０

問
い
合
わ
せ

　
観
光
戦
略
推
進
室　
観
光
戦
略
推
進
係

　
☎
６
５
‐
０
７
０
８　
Fax
６
３
‐
４
０
８
７　

ビデオ撮影研修の模様

　市内にお住まいの保育園に在園され
ていない平成23年４月１日以降生まれ
の方に、生後６か月～１歳６か月の間に
利用できる一時預かり保育の半日（４時
間以内）無料利用券を４か月児健診時な
どに２枚配布しています。
※ すでに一時預かり保育無料利用券を４

か月児健診などでお渡ししている方も、
４月以降に一時預かり保育無料利用券
を利用される場合は公立実施施設（５実
施施設）でご利用いただけます。

春
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

信楽高原鐵道・甲賀市コミュニティバス共通
１日フリー乗車券　発売中

　お得なこの乗車券で、市内の桜めぐりにでかけてみま
せんか。各地域市民センターや信楽駅で販売していま
すので、是非お買い求めください。

４月１日よりデマンドタクシー「コミタク」もご利用いただけます。

　　　●販売金額　大人（中学生以上）	１，２００円
　　　　　　　　小人（小学生以下）	 ６００円

公共交通推進室
��☎65-0672問い合わせ
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申込窓口 受付日程
水口保健センター ４月10日（水）～４月12日（金）
甲南保健センター ４月15日（月）～４月16日（火）
信楽保健センター ４月17日（水）～４月18日（木）
土山保健センター ４月23日（火）～４月24日（水）
甲賀保健センター ４月25日（木）～４月26日（金）

電話・窓口受付日程
受付時間９：00 ～ 17：00
☎ 65－0737（健康推進課）
＊各保健センター初日のみ19：00まで

受付がん検診 検診料 対象

胃がん 900円
70歳以上無料 40歳以上の市民

肺がん
200円

（喀痰検査は500円追加）
70歳以上無料

40歳以上の市民

大腸がん 500円
70歳以上無料 40歳以上の市民

子宮頸がん 1,000円
70歳以上無料

30歳以上の
女性の市民

乳がん 1,500円
70歳以上無料

40歳以上の
女性の市民

＜子宮頸がん検診＞
　■対象者：甲賀市に住民登録のある20歳以上の女性　
　■持ち物：受診料1,700円（70歳以上無料）、健康保険証
　■�受診医療機関：県内登録医療機関

＜乳がん検診＞
　■対象者：甲賀市に住民登録のある40歳以上の女性
　■持ち物：受診料1,500円（70歳以上無料）、健康保険証
　■受診医療機関：市内実施機関

　　※市内以外の登録医療機関は健康推進課までお問い合わせください。
　　※ 二つの検診は、2年に1度市で行う集団もしくは医療機関での検診で助成が受けられます。今回の受診対象は、平成24年4

月～平成25年3月に市の検診を受けていない方です。

市内実施機関 予約申し込み 子宮頸がん検診 乳がん検診

公立甲賀病院
子宮頸がん：予約不要
乳がん：要予約　☎65-1612（健診センター直通）
　月～金の10:00 ～ 17:00 予約受付

火曜日
 13:00 ～ 14：00 受付

火曜日
 13:00 受付
 14:00 受付

甲南病院 要予約　☎86-3131
　月～土 14:00 ～ 17:00

水曜日
 9:00 ～ 12:00 受付

木曜日　(午後）
土曜日　（午後）

親愛レディース
クリニック 予約不要 診療時間と同じ

濱田クリニック 予約不要 診療時間と同じ

～
保
育
園・幼
稚
園
年
長
児
を
対
象
に
～

麻
し
ん・風
し
ん
混
合

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
は
し
か（
麻
し
ん
）と
風
し
ん
は
感
染
力
が
大
変
強
く
、感
染
す
る
と
高
熱
が
続
き
、脳
炎
な
ど

重
篤
な
合
併
症
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、法
律
に
従
い
、麻
し
ん・風
し
ん
混
合

予
防
接
種
を
１
歳
以
上
２
歳
未
満
児
を
対
象
に
１
回
目
、保
育
園
と
幼
稚
園
の
年
長
相
当
児
を

対
象
に
２
回
目
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
勧
奨
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
お
子
さ
ん
が
感
染
し

な
い
よ
う
2
回
目
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
接
種
対
象
者
： 

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月
１
日
生

　
　
　
　
　
　
　
（
保
育
園・幼
稚
園
年
長
相
当
児
）

■
接
種
期
間
：
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で（
各
医
療
機
関
診
察
期
間
内
）

　
　
　
　
　
　
８
月
ま
で
の
早
期
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
接
種
費
用
：
無
料　

■
実
施
医
療
機
関・予
約
方
法
： 

医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
健
診（
検
診
）　

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
Ｐ
27
～
Ｐ
28
）

■
持
ち
物
：
予
診
票・本
人
の
確
認
が
出
来
る
健
康
保
険
証・母
子
健
康
手
帳

　
　
　
　
　
保
護
者
以
外
が
同
伴
す
る
場
合
は
市
指
定
の
委
任
状

　
※
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
保
育
園・幼
稚
園
の
５
歳
児
の
方
は
お
持
ち
の
予
診
票
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
健
康
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　公立甲賀病院では本年から胃がん・肺がん・大腸がんの３つをセットにした検診ができました。
市の集団検診で日程の合わない方も受診日の選択がひろがりました。また、特定健診と同時に受診
することもできて便利です。

　■受診方法：電話で事前申し込みをしてください。
　　　　　　　特定健診と同日で受診希望の場合は、予約時に申し出てください。

予約受付時期・方法 検診実施日

事前予約必要（5月～ 12月）
月～金の10:00 ～ 17:00に☎（65－1612 ／健診センター直通）で予約

6月～ 12月
月～金（祝日除く） 12:00受付

　■実施病院：公立甲賀病院（住所：水口町松尾1256番地）
　■対象者：甲賀市に住民登録のある40 ～ 74歳の市民、胃がん・肺がん・大腸がん検診を３つとも受診できる方
　■持ち物：1,600円（喀痰検査追加＋500円）、健康保険証、健康手帳（お持ちの方）

医療機関で受けるがん検診
─ 市内医療機関でもがん検診を受けることができます ─ ─ 市が実施する集団がん検診の申し込みは次のとおりです ─

市の集団がん検診 受け付け開始

公立甲賀病院で病院がんセット検診新登場

女性のためのがん検診は市内4つの医療機関でも

問
い
合
わ
せ
　
健
康
推
進
課　
母
子
保
健
係

　
☎
６
５
‐
０
７
３
６　
Fax
６
３
‐
４
５
９
１

○ご注意
※ 大腸がん検診をご希望の方は、窓口へ来所のうえ、検診料を添えてお申し込みください。検便容器をお渡しします。ご事情によ

りご本人がおいでになれない場合は、ご家族が代理でお申し込みいただけます。
※セットでお申し込みいただくこともできます。
※ 子宮頸がんと乳がんは、2年に1度市で行う集団もしくは医療機関での検診で助成が受けられます。今回の受診対象は、平成24年

4月～平成25年3月に市の検診を受けていない方です。
※その他詳しくは健診（検診）カレンダー P11 ～ P12、P15 ～ P18を
　ご覧ください。　

健康推進課　健康増進係
��☎65-0737　Fax63-4591問い合わせ
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地
域
特
産
品
の
開
発・改
良
を

市
が
サ
ポ
ー
ト

ご自宅の修繕・改築などの
リフォーム工事に補助が受けられます

＝
地
域
特
産
品
開
発
事
業
補
助
＝

緊急経済対策住宅リフォーム補助

　
新
し
い
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
め
ざ
し
、地
域
特
性
を
活

か
し
た
特
産
品
の
開
発
や
販
売
促
進
等
に
必
要
な
経
費
に
対
し

て
、経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

＜

補
助
制
度
概
要＞

■
補
助
対
象
事
業
者

　
市
内
で
１
年
以
上
事
業
を
行
う
、法
人
又
は
個
人

■
補
助
対
象
事
業

　
他
の
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
下
記
の
事
業

（
１
） 特
産
品
の
開
発
又
は
既
存
の
特
産
品
を
改
良
し
、新
し

く
商
品
化
す
る
事
業

（
２
） 特
産
品
の
製
造
に
つ
い
て
、甲
賀
市
で
生
産
す
る
原
材

料
を
使
用
し
、商
品
化
す
る
事
業

（
３
） 商
品
又
は
商
品
名
が
甲
賀
市
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
も

の
を
商
品
化
す
る
事
業

■
補
助
率
等

　
補
助
金
の
額
は
、補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　
補
助
金
の
限
度
額
は
、新
規
商
品
の
開
発
事
業
は
50
万
円
、

既
存
商
品
の
改
良
事
業
は
10
万
円

■
募
集
期
間

　
平
成
25
年
4
月
1
日（
月
）～
6
月
28
日（
金
）

　対象となる工事　
１  市内に本社がある業者へ発注する補助対象工事費が10万

円以上の住宅リフォーム工事
２  平成25年4月1日～平成26年3月31日までの間に着手し、

かつ完了できる工事
３  他の制度の補助を受ける場合は、その補助対象工事を除く

　補助の対象にならない工事費用　
◦設備機器等の購入費　◦市外の下請け業者による工事費用　
◦新築または10㎡を超える増築工事　◦日常的に居住していない
離れ　◦車庫など設置および修繕工事　◦サンルーム、ベランダ
などの増築及び修繕工事　◦外構工事　◦カーテン、床暖房の設
置工事　◦設計費用および申請手数料　など
　これらの工事以外に、平成23年度24年度にリフォーム工事を行
い、補助金の交付を受けている方及び住宅は、対象となりません。

　対象となる住宅　
　補助対象者が所有し、自ら住居としている市内の住宅。
　店舗、事務所などとの併用住宅については、住居部分のみが
補助対象になります。

　補助金の限度額　
　補助対象工事費の20％以内で最高20万円（千円未満は切
り捨て）　※甲賀市の予算の範囲内に限ります。

　補助対象者　
　市内に居住し、市税などを滞納していない方。

　申込方法　
　所定の申込用紙に、住所、氏名、工事内容、工事費、施工業者
名、予定工期等を記入し、申込期間中に商工政策課または各市
民センター窓口へご提出下さい。（郵送も可）

※申込用紙は、市ホームページまたは、市役所窓口で

◎送付先　〒528-8502甲賀市水口町水口6053
　　　　　甲賀市役所　商工政策課　商工業振興係

　申込期間　
　4月1日（月）～ 5月31日（金）必着

※郵送の場合は最終日消印有効

　申し込みをされた方には、6月上旬に審査の上、補助金の申
請書類を送付しますので、改めて補助金交付申請をしていた
だきます。 ※申込者が多数の場合は公開抽選で補助候補者を決定

◎�その他　 補助金交付申請には、工事着手前の写真が必要で
す。工事に入る前に、必ず工事箇所全ての詳細な
写真を撮影してください。

商工政策課
		☎65-0709　Fax63-4087問い合わせ

　市民の皆さんが市内業者を利用し、自宅の修繕・改築などの住宅リフォームを行う場合に、経費の一部を補助します。
　この制度は、市内の職人さんの技を活用し、地域経済の活性化や技術の伝承、雇用の安定を図るために行う事業です。

問
い
合
わ
せ

　
商
工
政
策
課　
商
工
業
振
興
係

　
☎
６
５
‐
０
７
０
９　
Fax
６
３
‐
４
０
８
７

ス
ピ
ー
ド
控
え

思
い
や
り
運
転
を

４
月
６
日（
土
）～
15
日（
月
）

　
４
月
６
日
か
ら
同
15
日
ま
で
の
間
、春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
重
点
は
次
の

３
点
で
す
が
、新
学
期
に
入
り
子
ど
も
た
ち
も
慣
れ
な

い
通
学
路
を
使
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
、思
い
や

り
あ
る
運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

１　
自
転
車
の
安
全
利
用

◦
二
人
乗
り
や
、運
転
中
の
傘
差
し
、携
帯
電
話
使

用
、ヘ
ッ
ド
ホ
ン
使
用
な
ど
、周
り
の
人
に
危
険

を
及
ぼ
す
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
と
と
も
に
、反
射
材

を
着
用
し
て
、自
身
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ

ま
し
ょ
う
。

２　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

◦
少
し
の
距
離
の
移
動
で
あ
っ
て
も
、す
べ
て
の
座

席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト（
ま
た
は
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
）を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◦
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た

め
、説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
着
用
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

３　
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
な
犯

罪
で
す
。

◦
仲
間
う
ち
で
お
酒
を
飲
み
に
行
く
と
き
は
、帰
り

の
運
転
に
備
え
て
飲
酒
を
し
な
い
人（
ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ
ー
）を
決
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課

　
☎
６
５
‐
０
６
８
６　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２

となりまちいこ かめやま

うか

が

情報交流ひろば

忍んでも忍びきれない伊賀上野  伊賀市 旧亀山城多門櫓  亀山市
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「
城
下
町
か
め
や
ま
」の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
旧
亀
山
城
多
門
櫓
。

伊
勢
亀
山
城
の
遺
構
の
一つ
で
、

県
内
で
は
城
郭
の
石
垣
上
に
残

る
唯
一の
櫓
遺
構
と
し
て
、昭
和

28
年
に「
三
重
県
史
跡
」に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
進
め
て
き
た

「
平
成
の
大
修
理
」が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、黒
い
板
壁
が
真
っ
白
な

漆
喰
の
大
壁
と
な
り
、江
戸
時
代

に
建
て
ら
れ
た
当
時
の
姿
に
復

原
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
７
日（
日
）以
降
は
、多
門

櫓
の
内
部
を
公
開
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い（
土・日
曜

日
、祝
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
）。

【
ア
ク
セ
ス
】
東
名
阪
自
動
車
道

「
亀
山
IC
」よ
り
亀
山
方
面
へ
約
10
分

　
春
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
伊
賀
上
野

N
I
N
J
A
フ
ェ
ス
タ
で
は
、「
忍

者
変
身
処
」で
忍
者
に
変
身
し
て

街
中
を
散
策
し
た
り
、「
ま
ち
か
ど

忍
者
道
場
」で
手
裏
剣
打
ち
な
ど

の
忍
者
修
行
を
し
た
り
と
、忍
者

気
分
を
満
喫
で
き
ま
す
。
ま
た
、

期
間
中
は
街
中
に
隠
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
忍
者
を
見
つ
け
る「
ま

ち
な
か
忍
び
の
者
を
捜
せ
」や
日

替
わ
り
で
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

す
。

【
と　
き
】

　
４
月
１
日（
月
）～
５
月
６
日（
祝
）�

　
※
主
に
土
・日
曜
日
、祝
日

【
と
こ
ろ
】 

伊
賀
市
街
地

【
ア 

ク
セ
ス
】 

伊
賀
鉄
道
上
野
市
駅

下
車
す
ぐ

問い合わせ
Fax

甲賀市広報課
　６５-0675　　63-4619Fax

伊賀市秘書広報課
　０５９５-２２-９６３６　　０５９５-２２-９６１７Fax

亀山市広報秘書室
　０５９５-８４-５０２2　　０５９５-８２-９６８５

問
い
合
わ
せ

伊
賀
上
野
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
５
９
５-

２
２-

９
６
７
０（
平
日
）

☎
０
８
０-

２
６
４
３-

７
４
１
８

（
期
間
中
の
土・日
曜
日
、祝
日
）

Fax
０
５
９
５-

２
２-

９
６
９
５

問
い
合
わ
せ

市
民
文
化
部
文
化
振
興
局

ま
ち
な
み
文
化
財
室

☎
０
５
９
５-

９
６-

１
２
１
８

し
ま
が
は
ら

つきがせぐち

にい

にしおおて

う
え
の
し ひろこうじ

かやまち

いだみち

いちべ

いなこ

まるやま

うえばやし

ひどべ
ん
か
が
い

み
は
た

ぐ
な
さ

う
ど
ん
し

つげ

道
鉄
賀
伊

なばり

いがこうづ

にしあおやま

尼ヶ岳

三国越林道

線阪
大鉄
近

ま
や
お
あ

あかめぐち

伊賀IC

至名古屋

至奈良

至
奈
良・
大
阪

至大阪

至伊勢

上柘植IC

下柘植IC

御代IC

壬生野IC

伊
賀　一

之
宮
IC

友生IC

中
瀬
IC

上野東IC

上野IC

大内IC

治田IC

白樫IC

くわまち

き
き
ょ
う
が
お
か

名阪
国道

が
い

の
え
う

JR関
西本
線

伊勢関IC

向井IC

関トンネル

板屋IC
南在家IC

久我IC 関IC

芸濃IC

亀山IC

亀山JCT

鈴鹿IC

亀山PA
スマートIC

亀山関加太

JR関西本線

JR関西本線

新
名
神
高
速
道
路

1

1

25

306

10
伊勢自動車道
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地域市民センター東西南北 キラリ輝く
自治振興会の活動内容を紹介しています

　
あ
ず
ま
自
主
防
災
会（
会
長：
青あ
お

木き

薫か
お
る

氏
）は
、土
山
町
南
東
区
、北
東
区
の

両
区
で
平
成
17
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
作
成
さ
れ
た「
あ
ず
ま
防
災
必
携
」は
、２
章
で
構
成
さ
れ
、第
１
章
は
、

毎
年
実
施
さ
れ
る
避
難
訓
練
や
資
機
材
等
の
管
理
な
ど
を
定
め
た
南
北
両
区

の
防
災
計
画
、第
２
章
は
、過
去
７
年
間
の
活
動
成
果
で
あ
る
防
災
マ
ッ
プ
、井

戸
所
有
者
リ
ス
ト
、民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
地
域

の
福
祉
関
係
者
と
連
携
し
、調
査
作
成
さ
れ
た
災
害

時
要
援
護
者
名
簿
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
隊
の
主
要
な
隊
員
の
方
に
配
布
さ
れ
て
お

り
、今
後
は
毎
年
見
直
し
が
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

地
震
時
な
ど
の
非
常
時
に
防
災
会
の
必
携
と
し

て
、有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
油
日
自
治
振
興
会
地
域
振
興
部
主
催
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

２
月
24
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
同
部
会
で
作
成
さ
れ
た
散
策
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、Ｊ

Ｒ
草
津
線
の
利
用
促
進
を
兼
ね
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
油
日
駅
か
ら
甲
賀
駅
ま
で
電
車
に
乗
り
、滝

区
か
ら
毛
枚
区
の
寺
社
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、滝

区
で
は「
サ
サ
ユ
リ
の
里
づ
く
り
」の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
話
を
聞
く
な
ど
、歴
史
だ
け
で
な
く
地
域
活
動
を
学

ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
時
折
雪
が
舞
う
寒
い
日
で
し
た
が
、訪
れ
る
先
々
で
は

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
に
心
温
ま
る
ひ
と
時
を

過
ご
し
、ま
た
、地
域
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
甲
南
第
三
小
学
校
で
は
２
月
６
日
、地
域
の
野
鳥

を
観
察
し
て
ま
わ
る「
全
校
親
子
探
鳥
会
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は「
日
本
野
鳥
の
会
」か
ら
４
人
の
先
生

に
来
て
い
た
だ
き
、ま
ず
は
ス
ラ
イ
ド
で
冬
に
見
ら

れ
る
鳥
な
ど
の
講
演
会
。
そ
の
後
、学
校
か
ら
大
日

池
ま
で
を
往
復
す
る
コ
ー
ス
で
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡

も
活
用
し
な
が
ら
、鳥
の
様
子
を
観
察
し
ま
し
た
。

雨
上
が
り
と
い
う
好
条
件
だ
っ
た
た
め
、多
く
の
種

類
の
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
小
学
校
で
は
、５
、６
年
生
の
子
ど
も
た
ち

が
予
約
さ
れ
た
方
に
、学
校
周
辺
で
見
ら
れ
る
小
鳥

の
案
内
を
す
る
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
作
る「
防
災
必
携
」

土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

油
日
学
区
の
歴
史
と
サ
サ
ユ
リ
の
里
を
訪
ね
て

油
日
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

鳥
の
観
察
を
通
し
て
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ

甲
南
第
三
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

４
つ
の
委
員
会
を
中
心
に
、大
き
な
事
業
は
振

興
会
全
体
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
地
域
全
体
の
交
流

当
振
興
会
は
26
の
区・
自
治
会
が
、旧
東
海
道

周
辺
に
位
置
す
る
中
部・東
部
エ
リ
ア
と
新
興
住

宅
地
の
北
部
エ
リ
ア
の
３
地
域
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
以
前
は
３
つ
の
地
域
が
全
体
で
一
つ
の

事
業
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、自

治
振
興
会
が
中
心
と
な
り
、地
域
の
商
店
な
ど
に

協
力
を
得
て「
夏
祭
り
盆
踊
り
大
会
」や「
み
な
く

ち
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
タ
は

大
規
模
避
難
訓
練
を
兼
ね
て
開
催
し
健
康
や
安

全
に
つ
い
て
体
験
し
な
が
ら
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、夏
祭
り
で
は
、20
年
近
く
実

施
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
盆

踊
り
を
復
活

す
る
こ
と
が

で
き
、ど
ち

ら
も
幅
広
い

世
代
が
集
ま

り
笑
顔
と
懐

か
し
い
話
に

花
が
咲
く
交

流
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

■
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活
動
と
し
て
看
板
の

設
置
に
高
齢
者
の
交
通
安
全
教
室
や
小
学
生
の

下
校
時
見
守
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、当
地
域
で
は

ま
だ
ま
だ
組
織
化
率

が
低
い
自
主
防
災
組

織
の
設
立
に
向
け

て
、「
防
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
」を
開
催

し
、防
災
か
ま
ど
ベ

ン
チ
を
実
際
に
制
作

し
避
難
訓
練
の
際
に

炊
出
し
を
行
う
な
ど
防
災
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

■ 

健
康
で
生
き
が
い
が
あ
り 

 

助
け
合
え
る
ま
ち
へ

地
域
の
団
体
と
協
力
し
て
、障
が
い
を
持
っ
て

い
る
方
や
子
育
て
世
代
の
方
と
の
交
流
を
図
る

た
め
に
そ
ば
打
ち
や
お
餅
つ
き
体
験
も
開
催
し

ま
し
た
。
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
絵
て
が
み
、

歌
声
、健
康
づ
く
り
な
ど
の
サ
ロ
ン
は
好
評
で
、

会
場
が
満
席
に
な
る

時
も
あ
る
な
ど
毎
回

楽
し
み
に
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、地
域
の
皆
さ
ん

が
コ
ツ
コ
ツ
趣
味
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る

文
芸
作
品
の
展
示
会

に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

■ 
環
境
に
や
さ
し
く 

 
 

自
然
に
親
し
む
ま
ち
へ

保
育
園
の
子
ど
も
達
と
の
花
植
え
、環
境
に
つ

い
て
考
え
る
古
城
山
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
す
る
な

ど
自
然
を
体
感
し
な
が
ら
の
活
動
や
、各
家
庭
か

ら
資
源
の
分
別
再
利

用
活
動
と
し
て
毎
月

古
着
の
回
収
を
地
域

企
業
と
一
緒
に
い
ち

早
く
始
め
、地
域
で

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

環
境
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■ 

伝
統
と
歴
史
を
大
切
に 

 

人
と
人
が
交
流
す
る
ま
ち
へ

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
そ

の
結
果
を
参
考
に
、地
域

の
人
が
ふ
れ
あ
い
、安
心

し
て
健
康
に
生
活
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
た
ま
ち
づ

く
り
計
画
書
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
み
ん
な
で
創
る 

キ
ラ
リ
と
輝
く
み
な
く
ち
―

ブ
ロ
グ
の
開
設
や
、広
報
紙「
ひ
こ
そ
こ
め
」を

毎
月
発
行
し
、振
興
会
の
活
動
状
況
の
報
告
や
参

加
募
集
な
ど
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
広
報
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

当
振
興
会
で
は
、小
学
校
や
地
域
の
活
動
団
体

な
ど
と
も
協
力
し
な
が
ら
知
恵
と
経
験
を
持
ち

寄
っ
て
、や
っ
て
い
る
人
も
楽
し
み
な
が
ら
、地

域
の
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
４
月
27

日（
土
）に
は
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

No.16

自
分
た
ち
の
こ
と
は

自
分
た
ち
の
手
で

みなくち自治振興会
～緑と碧

み

水
ず

に育まれた歴史と文化のまち水口～
　自らが地域の課題に取り組み解決していけるまちづくりを目指します。
　また、まちのシンボルでもある古城山と東海道五十三次の五十番目の宿場
町としての歴史を大切に、心のよりどころとして住民みんなが誇れるまちづ
くりに取り組みます。

　
市
内
の
各
ご
家
庭
ま
で
光
回
線
の
整
備
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。
雲
井
自
治
振
興
会
で
は
、豊
か
な
暮

ら
し
を
楽
し
む
た
め
に
、年
齢
を
問
わ
ず
、パ
ソ
コ

ン
を
よ
り
便
利
に
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
、

３
月
に
４
回
、雲
井
地
区
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で

「
初
心
者
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
回
20
名
の
受
講
者
が
あ
り
、な
か
に
は
今
ま
で

に
パ
ソ
コ
ン
を
全
く
さ
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で

と
、最
初
は
頭
を
抱
え
る
人
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
す
ぐ
に
マ
ス
タ
ー
さ
れ
ま
し
た
。
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
と
マ
ナ
ー
に
気
を
付
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催

雲
井
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　
み
な
く
ち
自
治
振
興
会
事
務
局

（
水
口
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
６
０
‐
１
４
０
７　
Fax
６
５
‐
１
７
３
５

▲櫓を囲んで盆踊り　

▲サロンで地域交流　

▲地域の“誇
たから

”さがし（まち歩き）

▲地域の自然を肌で感じる
　古城山ウォーク

▲下校時の見守り活動

102013.4.1平成25年4月1日11 2013.4.1 平成25年4月1日



水
口
町

甲
南
町

土
山
町

信
楽
町

甲
賀
町

月日 場　所 時　間

4/11
（木）

柏木公民館 9：10 ～ 9：30
水口中央公民館（裏）駐車場

（雨天時は正面玄関） 9：45 ～ 10：15

北部コミュニティセンター 10：30 ～ 10：55
今郷公民館 11：10 ～ 11：20
嶬峨草の根集会所 11：30 ～ 11：40
和野草の根集会所 11：50 ～ 12：00

4/12
（金）

虫生野会館 9：10 ～ 9：40
三本柳公民館 9：55 ～ 10：10
三大寺公民館 10：25 ～ 10：55
やまびこ館倉庫前 11：10 ～ 11：20
牛飼公民館 11：35 ～ 11：55
北内貴山尾館 13：30 ～ 13：50
宇川会館 14：05 ～ 14：25

月日 場　所 時　間

4/24
（水）

寺庄公民館 9：10 ～ 9：30
池田コミュニティセンタ－ 9：45 ～ 10：00
甲南診療所 10：15 ～ 10：25
柑子公民館 10：40 ～ 10：50
ニュ－ポリスAゲ－トボ－ル場前 11：10 ～ 11：25
ニュ－ポリスＢ公民館 11：40 ～ 11：55
耕心区公民館 13：30 ～ 13：50
かえで会館 14：05 ～ 14：20

4/25
（木）

竜法師公民館 9：10 ～ 9：20
希望ケ丘（本町）自治会館 9：35 ～ 10：05
希望ケ丘防災コミュニティ
センター駐車場 10：15 ～ 10：50

塩野草の根ハウス 11：05 ～ 11：15
杉谷公民館 11：25 ～ 11：40

月日 場　所 時　間

4/18
（木）

大河原集会センター 9：30 ～ 9：35
笹路公民館 9：55 ～ 10：00
山女原公民館 10：10 ～ 10：20
山中公民館 10：35 ～ 10：50
あずま会館 11：00 ～ 11：15
北芝集会所 11：25 ～ 11：40
東瀬音集会所 13：00 ～ 13：15
頓宮公民館 13：30 ～ 13：40
前野集会所 13：50 ～ 14：00
片山集会所 14：10 ～ 14：20
梅田会館 14：30 ～ 14：35

月日 場　所 時　間

4/16
（火）

宮尻生活改善センター 9：10 ～ 9：20
下朝宮老人憩の家 9：35 ～ 9：45
朝宮緑地センター 10：00 ～ 10：15
畑公民館 10：40 ～ 10：50
田代バス停 11：05 ～ 11：15
江田福祉会館 11：40 ～ 12：00
神山会館 12：15 ～ 12：35

4/22
（月）

多羅尾公民館 9：30 ～ 9：50
小川会館 10：10 ～ 10：30
小川出公民館 10：45 ～ 10：55
西教育集会所 11：10 ～ 11：20
杉山公民館 12：50 ～ 13：00
しがらきニュータウン区民会館 13：15 ～ 13：30
中野公民館 13：45 ～ 13：55
柞原会館 14：10 ～ 14：25

月日 場　所 時　間

4/10
（水）

唐戸川集会所 9：10 ～ 9：20
里山かむら交流館 9：40 ～ 10：05
櫟野公民館 10：20 ～ 10：35
油日会館 10：50 ～ 11：20
五反田公民館 11：35 ～ 11：55
草の根ハウス高嶺会館 13：20 ～ 13：35
和田公民館 13：50 ～ 14：10
ＪＡ油日支所 14：20 ～ 14：45
毛枚公民館下倉庫 14：55 ～ 15：05
滝会館 15：15 ～ 15：35

月日 場　所 時　間

4/15
（月）

泉消防団車庫 9：10 ～ 9：25
宇田公民館 9：40 ～ 10：00
松尾団地集会所 10：20 ～ 10：35
市役所水口庁舎駐車場（奥） 10：50 ～ 11：25
第４水口台集会所 13：00 ～ 13：40
第３水口台集会所 13：55 ～ 14：20

4/19
（金）

東部コミュニティセンター 9：10 ～ 9：35
名坂公民館 9：50 ～ 10：15
春日公民館 10：35 ～ 11：05
広野台東区集会所 11：20 ～ 11：40
広野台西区集会所 11：55 ～ 12：15

5/14
（火）

市役所水口庁舎駐車場（奥） 9：10 ～ 9：45
貴生川公民館 10：00 ～ 10：20
岩上公民館 10：35 ～ 10：50
伴谷公民館 11：05 ～ 11：30

月日 場　所 時　間

4/25
（木）

市之瀬公民館 13：00 ～ 13：10
新田公民館 13：25 ～ 13：35
下磯尾公民館 13：50 ～ 14：00
市役所甲南庁舎 14：20 ～ 14：40

5/15
（水）

寺庄公民館 9：10 ～ 9：20
池田コミュニティセンタ－ 9：35 ～ 9：45
竜法師公民館 10：00 ～ 10：15
杉谷公民館 10：30 ～ 10：40
耕心区公民館 10：55 ～ 11：05
希望ケ丘（本町）自治会館 11：20 ～ 11：40
希望ケ丘防災コミュニティ
センター駐車場 11：55 ～ 12：20

市役所甲南庁舎 13：30 ～ 13：50

月日 場　所 時　間

4/26
（金）

鮎河公民館 9：00 ～ 9：20
黒滝公民館 9：35 ～ 9：45
山内公民館 10：00 ～ 10：15
猪鼻浄福寺 10：30 ～ 10：45
土山中央公民館 11：00 ～ 11：20
土山開発センター 11：35 ～ 11：55
ＪＡ土山支所 13：20 ～ 13：40
市場区自治会館 13：55 ～ 14：10
大野公民館 14：25 ～ 14：40
今宿公民館 14：55 ～ 15：10

5/13
（月）

大野公民館 9：15 ～ 9：25
土山開発センター 9：40 ～ 10：00
山内公民館 10：15 ～ 10：25
鮎河公民館 10：40 ～ 10：55

月日 場　所 時　間

4/23
（火）

宮町多目的集会施設 9：00 ～ 9：15
黄瀬交流館 9：30 ～ 9：50
雲井活性化センター 10：05 ～ 10：20
勅旨会館 10：35 ～ 10：50
草の根ハウス丸岡会館 11：05 ～ 11：20
二本丸会館 11：35 ～ 12：00
栗林会館 13：10 ～ 13：25
信楽開発センター横駐車場 13：40 ～ 14：00

5/16
（木）

多羅尾公民館 9：20 ～ 9：30
神山会館 9：50 ～ 10：20
朝宮緑地センター 10：35 ～ 10：45
信楽開発センター横駐車場 11：05 ～ 11：35
雲井活性化センター 11：50 ～ 12：05

月日 場　所 時　間

4/17
（水）

甲賀木彩館（岩室） 9：30 ～ 9：45
小佐治公民館 10：00 ～ 10：20
神保公民館 10：35 ～ 10：50
隠岐公民館 11：05 ～ 11：20
高野公民館 11：35 ～ 11：50
大久保公民館 13：00 ～ 13：15
相模教育集会所 13：30 ～ 13：40

5/20
（月）

老人福祉センター佐山荘 9：30 ～ 9：40
大久保公民館 9：55 ～ 10：05
里山かむら交流館 10：20 ～ 10：30
ＪＡ油日支所 10：45 ～ 11：00
相模教育集会所 11：10 ～ 11：20

狂犬病予防注射のお 知らせ 地域ごとの日程は次のとおりです。愛犬のために必ず接種してください。
　※生後91日以上の犬には「年１回の狂犬病予防注射と生涯１回の登録」が義務づけられています。
　※気象警報発令時には時間変更･中止する場合があります。
　※妊娠中または出産後間もない犬は接種できません。

予防注射実施獣医師
甲賀ペットクリニック 住

すみ
田
だ

　　明
あきら

かたおか動物病院 片
かた

岡
おか

　久
ひさ

人
と

甲南動物病院 南
みなみ

　　信
のぶ

子
こ

鹿深獣医科病院 西
にし

澤
ざわ

　嘉
よし

人
と

安井動物病院 安
やす

井
い

　圀
くに

彦
ひこ

甲賀すずき動物病院 鈴
すず

木
き

　敏
とし

之
ゆき

みなくち城南動物病院 垣
かき

平
ひら

　一
いつ

磯
き

いなば動物病院 稲
いな

葉
ば

　友
とも

広
ひろ

持ち物
●登録されている場合
　 ・犬の登録カード（愛犬カード）
　 ・「予防注射のお知らせ」ハガキ
　　（表の「問診票」に記入･署名ください）
　 ・予防注射手数料（3,200円）
●新規登録の場合
　 ・犬の登録手数料（3,000円）
　 ・予防注射手数料（3,200円）

生活環境課　環境政策係　☎65-0691　Fax63-4582
問い合わせ

●受付期間／４月19日（金）まで
● 応募資格／昭和58年４月２日以降に生まれた男女で、四年制大

学を卒業または平成26年３月31日までに卒業見込みの方

●試験日／第１次試験　５月12日（日）
●会　場／滋賀大学教育学部（大津キャンパス）

第1回滋賀県警察官（A・大卒程度）採用試験

滋賀県警警察本部警務課採用係	 フリーダイヤル	0120-204-314
ホームページ	http://www.pref.shiga.lg.jp/police/

問い合わせ
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▲体験した者にしか分からない貴重な話を

◀�この姿勢から目にも止まらぬ
速さで札が払われる

　各地のイベントや競技かるたの大会で活躍し、３
月２日に行われた「あいこうかうたプロジェクト」
表彰式でも優秀作品を堂々と読み上げました。
◦競技かるたはどんな競技ですか？
　普通のかるた遊びと同じように、読まれた歌の書
かれた札を相手より先に取っていくのですが、競技
とするために色々なルールが定められています。
　例えば、競技かるたでは前の歌の下の句は４秒台
で読み、その後３秒間音を伸ばさないといけません。
前の歌と続く歌の間には１秒の空白がありますが、
この１秒は「競技かるた」の中で最も緊迫する瞬間
で、一番の見どころです。
◦読み手の役割は重要ですね。
　はい。私はB級公認読手という資格を持っていま
すが、取得は大変でした。３秒間伸ばすところと、１
秒間の空白の間隔は、100首全て同じにしなければ
ならず、十分の一秒単位でもずれることは許されま
せん。県内でも、A級・B級併せて公認読手は数名し
かいないため、100人もの競技者の前で読手を務め
ることもあります。
◦なぜ読手に？
　選手として更に上をめざすために、聞く側だけで
なく読む側の感覚も大切だと考えたことがまず一つ
の理由です。それと、競技かるたを題材にしたアニ
メが放映されるなどして、徐々に競技人口が増えて
きましたが、それに対して読み手が少ないままなの
がもう１つの理由です。
◦この先も競技かるたを？
　はい。読手としては１つ上をめざし、選手として

は毎年お正月に行われるク
イーン戦出場を目標に努力
していきたいと思います。
また、競技かるたを広めるこ
とのできる機会があれば積
極的に関わっていきます。

　
水
口
岡
山
城
第
１
次
発
掘
調
査
の
現
地
説
明
会
が

３
月
３
日
、古
城
山
で
行
わ
れ
、約
１
７
０
人
の
歴
史

フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、古
城
山
を
市
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ

と
し
て
環
境
整
備
や
事
業
を
進
め
て
い
く「
あ
い
こ

う
か
古
城
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
で
、市
教
育
委

員
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
発
見
さ
れ

た
石
垣
跡
に
よ
り
、水
口
岡
山
城
は
、想
定
さ
れ
て
い

た
よ
り
も
広
範
囲
に
石
垣
が
組
ま
れ
た
大
規
模
な
城

で
、豊
臣
秀
吉
が
東
国
に
備
え
る
重
要
な
戦
略
拠
点

と
し
て
築
城
を
命
じ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
き
な
発
見
に
、カ
メ
ラ
や
ノ
ー
ト
を
手
に

市
職
員
の
説
明
を
受
け
る
皆
さ
ん
は
、発
掘
さ
れ
た

遺
構
を
囲
み
か
つ
て
の
城
の
雄
姿
に
思
い
を
馳
せ
て

い
ま
し
た
。

岡
山
城
の
雄
姿
に思

い
を
馳
せ
る

　「甲賀もち工房」
「窯元散策路」を巡
る甲賀ブランド認
定商品モニターツ
アーが３月６日、実
施され、観光に携わ
る様々な職種の事
業者など34人が参
加しました。
　このツアーは、広
く市内外の方々に
認定商品を知って
いただき、より良い
ものに育てていくための意見を募ることを目的に甲賀
ブランド推進協議会が企画したものです。ツアーに参
加した皆さんは、写真を撮ったり、ボランティアガイド
の解説に耳を傾けていました。
　ツアーの最後に行われた意見交換会では、事業者の
方から次々に「十分な商品になる」など、前向きな意見
やアドバイスが出され、認定商品を活用した更に魅力
あるまちの発信に大きな期待が寄せられていました。

甲賀ブランドで
更に魅力あるまちの発信を

ま
ち
づ
く
り
参
加
へ
熱
心
な
意
見
交
換

▲ボランティアガイドの説明を聞く参加者

▲石垣跡を見入る見学者

　
市
人
材
活
性
化
事
業（（
仮
称
）甲
賀
の
守
人
塾
）の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
の
報
告
お
よ
び
意
見
交
換
会
が
３
月
５
日
、サ
ン
ト
ピ
ア

水
口
で
行
わ
れ
、自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
か
ら
69
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演
会
の
後
、現
在
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
状
況
に
つ
い
て
滋
賀
県
立
大
森も
り

川か
わ

稔み
の
る

准
教
授
よ

り
、自
分
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
を
語
り
合
う
こ
と
の
で
き
る
サ
ロ
ン

や
研
修
会
な
ど
具
体
的
な
提
案
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ど
う
し
た
ら
若
い
人
に
も
っ
と
参
加
し
て
も
ら
え
る
ん
だ
ろ
う

か
」な
ど
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
地
域
の
課
題
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
作
り
を
熱
心
に
意
見
交
換
し
て
い
ま

し
た
。

73

　
座
談
会「
昔
の
災
害
に
つ
い
て
語
り
継
ぐ
」が
３
月

４
日
、信
楽
町
多
羅
尾
老
人
憩
い
の
家
で
開
催
さ
れ
、

昭
和
28
年
８
月
15
日
未
明
に
多
羅
尾
地
区
を
襲
っ
た

災
害
の
記
憶
を
地
元
の
皆
さ
ん
が
語
り
あ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
、市
が
ゼ
ロ
予
算
事
業
と
し
て
、公
式

な
資
料
に
は
残
ら
な
い
災
害
の
体
験
談
を
歴
史
と
し

て
残
し
、今
後
の
備
え
に
役
立
て
よ
う
と
企
画
。

　
60
年
前
の
災
害
発
生
当
時
、20
歳
前
後
の
若
者
だ
っ

た
皆
さ
ん
は
、忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、時
間
の
流

れ
方
や
、山
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
た
瞬
間
な
ど
の
つ
ら

い
こ
と
な
ど
、一
人
ひ
と
り
が
記
憶
を
た
ど
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
発
生
す
る
災
害
の
被
害
を
減
ら
す
手
助
け
に
な
れ
ば
と
の
参

加
者
の
思
い
が
こ
め
ら
れ
た
様
子
は
貴
重
な
記
録
と
し
て
映
像
に
収
め
ら
れ

ま
し
た
。

自
ら
の
体
験
を
後
世
の
災
害
減
災
の
た
め
に

昔の災害について語り継ぐ事業

▲まちづくりの講演を聴く

競技かるたに興味を持たれた方は
大津あきのた会 090-4966-1910（石沢）
http://www.geocities.jp/akinotakai/

（財）全日本かるた協会B級公認読手
大津あきのた会所属

上
うえ

原
はら

　美
み

翔
か

さん

▲小学校の思い出に

　卒業記念事業として大原小学校の６年生50人が３月
５日、甲賀町神の共有山でヒノキの苗木の植樹を行いま
した。
　この植樹は、118年間続く同校の伝統行事で、地域の
皆さんが育林作業を行っています。地元区の役員は 

「しっかり根を張って、ま
っすぐに大きく育っても
らいたい」と苗木を手にす
る子どもたちに目を細め
ていました。
　子どもたちは、自分の膝
くらいに植え付けた木の
成長を楽しみにしていま
した。

20歳の頃の成長を楽しみに
大原小学校卒業記念事業

甲賀市人材活性化事業

水口岡山城第１次発掘調査

甲賀ブランド認定商品モニターツアー
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情報のまど information
こうか
まちかど特派員

お知らせ
水口歴史民俗資料館・水口城
資料館 臨時開館のお知らせ
　水口神社の春祭りである水口曳山
祭が4月19日・20日に開催されるこ
とから、臨時開館します。水口歴史民
俗資料館に展示中の大池町の曳山は
20日に出庫し、祭りの後、呉服町の曳
山が入庫します。この間曳山は展示し
ておりませんが、祭りに関係した資料
を展示しておりますので、ぜひこの機
会にお立ち寄りください。
●日時／4月19日（金）10時～17時
※20日は通常開館。
　歴史民俗資料館は20日のみ無料。

障がいをお持ちの方のた
めのパソコン教室
●日時／原則として毎週金、土曜日
13時３０分～15時３０分（センターの
諸事情でお休みになる時もあります）
●場所／生活支援センター あかつき
●費用／無料
●内容／ワード、エクセル、メール、イ
ンターネットの基礎
●対象／甲賀市・湖南市にお住まい
の障がいをお持ちの方（種別不問）
自宅での受講可（必ずしもご希望に添
えない場合もあります）
問／生活支援センター　あかつき
65-4641 ／Fax 65-4642

甲南第二地域市民センター
が移転します
　平成２５年４月１日より、甲南第二地
域市民センターが移転します。
新住所：甲南町杉谷７１番地
　　　　杉谷公民館内
旧住所：甲南町杉谷１０６番地
　　　　JA南杣店内
問／甲南第二地域市民センター
86-8190 ／Fax 86-8191

平成25年度
固定資産税評価額の縦覧
　ご自分の土地や家屋の評価額が適
正であるかを判断するため、縦覧帳簿

で他の土地・家屋の価格と比較するこ
とができます。縦覧できる方は、市内
に土地・家屋を所有される固定資産税
納税者本人か、委任状により委任を受
けた方に限ります。
●日時／４月１日（月）～５月31日（金）
８時30分～17時15分（ただし土・日
曜日、祝日は除く）

●場所／市役所水口庁舎　税務課
※縦覧の際には本人確認ができるもの

〔運転免許証や固定資産税納税通知書
（５月中旬発送予定）など〕と印鑑をご
持参ください。
問／税務課資産税係
65-0680 ／Fax 63-4574

馬
上
か
ら
心
射
止
め
る
椿つ

ば
き

神
社
流や

　ぶ
　さ
　め

鏑
馬

畑
はた
　恵
けい
子
こ

甲
賀
町
隠お

岐き

の
椿
神
社
の
周
囲
に
は

勇
ま
し
く
鳥
居
が
立
ち
並
び
、
正
面
に
は

同
社
の
本
地
仏
と
伝
わ
る
平
安
時
代
作

の
薬
師
如
来
坐
像
が
鎮
座
す
る
薬
師
堂

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
最
近
改
築
さ
れ

た
真
新
し
い
本
殿
が
集
落
を
見
渡
す
よ

う
に
建
っ
て
い
ま
す
。

春
例
祭
（
４
月
第
１
日
曜
日
）
に
は
県

内
で
も
数
少
な
い
「
古
式
流
鏑
馬
神
事
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
協

力
し
て
、
こ
の
伝
統
を
継
承
し
市
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
伝
に
よ
る
と
、
当
地
の
領
主
、
佐
々

木
秀
義
の
五
男
義
清
が
守
護
と
な
り
、
そ

の
子
孫
が
こ
の
地
を
隠
岐
と
改
め
社
殿

を
再
興
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
流
鏑

馬
」
は
、
近
年

道
路
の
舗
装
に

伴
っ
て
、
馬
が

走
る
こ
と
や
、

走
り
な
が
ら
矢

を
打
つ
こ
と
な

ど
が
規
制
さ
れ

て
き
ま
し
た

が
、「
馬う

ま

乗の

り

人び
と
」
と
し
て
の

修
行
は
今
な
お

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
月
一
日
に
執
り

行
わ
れ
る
「
お
御み

籤く
じ
祭
」
は
、
暗
闇
の
中

の
あ
ら
か
た
な
空
気
に
包
ま
れ
た
拝
殿

に
て
行
わ
れ
、
本
年
の
「
馬
乗
り
人
」
と

「
馬
宿
役
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
一
生
に

一
度
の
名
誉
と
さ
れ
る
「
馬
乗
り
人
」
に

選
ば
れ
た
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
の
男
子

は
、
祭
礼
に
向
け
て
の
乗
馬
練

習
や
流
鏑
馬
の
準
備
に
入
り

ま
す
。
前
年
度
の「
馬
乗
り
人
」

（
師
匠
と
呼
ぶ
）
が
「
古
式
流

鏑
馬
奉
仕
覚
書
」
に
基
づ
き
、

例
祭
に
関
わ
る
心
得
を
細
か

く
教
え
る
役
目
を
務
め
ま
す
。

ま
た
、
祭
例
三
日
前
に
は
、

馬
乗
り
人
宅
に
宮
司
を
招
き
、

お
清
め
式
が
行
わ
れ
、
聖
域
と
し
て
し
め

縄
で
囲
わ
れ
た
精
進
部
屋
で
一
人
だ
け
の

生
活
が
始
ま
り
ま
す
。そ
の
間
、灯
明
、榊
、

洗
米
、
塩
、
神
酒
、
山
海
の
幸
を
お
供
え

し
、
椿
神
社
や
春
日
大
社
、
境
内
の
七

箇
所
の
宮
に
夜
は
十
一
時
、
朝
は
陽
が
昇

る
前
の
参
拝
を
欠
か
さ
ず
行
い
ま
す
。
流

鏑
馬
に
使
わ
れ
る
的
木
を
、
自
ら
合ね

歓む

の

木
と
藤
ヅ
ル
を
採
取
し
、
こ
し
ら
え
る
作

業
も
大
切
な
役
目
で
す
。

椿
神
社
の
祭
事
を
行
な
う
総
代
者
は
、

「
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
無
し
で
は
行
え

ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
す
。

今
年
の
馬
乗
り
人
を
務
め
る
小お

川が
わ

普ひ
ろ

史ふ
み
さ
ん
は
、「
乗
馬
は
思
っ
た
以
上
に
大

変
、
精
進
し
取
り
組
み
た
い
」
と
話
し
、

師
匠
の
竹た

け

山や
ま

裕ひ
ろ
樹き

さ
ん
は
、「
昨
年
を
振

り
返
り
し
っ
か
り
伝
承
し
た
い
」
と
話
し

ま
す
。　

今
年
は
、
４
月
７
日
13
時
か
ら
祭
事

が
（
流
鏑
馬
は
14
時
30
分
頃
）
始
ま
り

ま
す
。
地
域
が
守
り
継
い
で
き
た
古
式
ゆ

か
し
い
お
祭
り
を
ぜ
ひ
一
目
見
に
き
て
く

だ
さ
い
。
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矢をつがえる馬乗り人

流鏑馬奉納について記された碑

流鏑馬に使われる弓矢と鞍

水口スポーツの森へ行こう　●4月の催し
甲賀市民スタジアム
6日（土）・13日（土） 全日本少年軟式野球大会（中学生軟式野球）

7日（日） 高松宮杯全国軟式野球大会地区予選（１・２部）（成年軟式野球）

14日（日） 甲賀市シニアリーグ（開幕）（シニア軟式野球）

21日（日） 天皇賜杯軟式野球大会地区予選（成年軟式野球）

27日（土）・28日（日） 全日本少年軟式野球県予選大会（中学生軟式野球）

多目的グラウンド

6日（土） 第10回甲賀市ふれあい交流グラウンド・ゴルフ大会
（成年グラウンド・ゴルフ）

7日（日）・21日（日） 高円宮杯Ｕ－18 滋賀県リーグ（高校生サッカー）

14日（日） 高円宮杯U－15 滋賀県リーグ（中学生サッカー）

20日（土） 高円宮杯Ｕ－18 プリンスリーグ関西（高校生サッカー）

27日（土） 第6回体育協会長杯グラウンド・ゴルフ大会（成年グラウンド・ゴルフ）

29日（月） クラブユース選手権大会（中学生サッカー）

陸上競技場
6日（土）・20日（土）・

27日（土） 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会（成人陸上）

7日（日）・14日（日）・
28日（日）

JFLリーグ戦（入場料：有料）（男子サッカー）
 7日　Mioびわこ滋賀　対　FC琉球
14日　Mioびわこ滋賀　対　福島ユナイテッドFC
28日　Mioびわこ滋賀　対　Y.S.C.C

13日（土） プレナスなでしこリーグ2013（入場料：無料）（女子サッカー）
伊賀FCくノ一　対　スペランツァFC大阪高槻

21日（日） 第1回甲賀市陸上記録会（一般陸上）

●年間予約に供しない一般利用開放日（７月分）のお知らせ
◦野球場（市民スタジアム） …… 15日(祝)
◦多目的グラウンド …………… 13日(土)・28日(日)
　▶7月分の申し込み締め切り：4月30日（火）　※抽選日：5月5日（日）

問／水口スポーツの森管理事務所　☎ · Fax 62-7529

　平成25年度各種健診（検診）の日
程等については、３月中旬～下旬に
配布した「健診（検診）カレンダー」
に掲載しています。
　「健診（検診）カレンダー」は、区・
自治会を通じて世帯ごとに配布し
ています。

　区・自治会に加入されていない方
は、市役所各地域市民センター・保
健センターに置いてありますので
ご利用ください。

平成25年度健診（検診）カレンダーをご活用ください

健康推進課　健康政策係
☎65-0703　Fax63-4591

問い合わせ
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甲賀市ホームページ
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催　し
税理士による税務相談
●日時／4月10日（水）13時30分～
16時30分（受付16時まで）
●場所／水口納税協会3階会議室
●定員／予約制で先着6名（約30分）
問・申／水口納税協会
62-1151 ／Fax 63-0173

2 級土木施工管理技士
講習会のご案内
土木施工管理技士2級取得を目標に、
土木工事に関する専門的な知識を習
得、工事施工管理に役立てていただく
ため甲賀市･湖南市商工会と共催で
開催します。
●日時／6月～10月の土曜日全14
回　午後7時～9時（予定）
●開催場所／サントピア水口　勤労
青少年ホーム
●受講料／15,000円（教材費含む）
●申込締め切り／4月12日（金）
問・申／甲賀広域小規模事業振興対
策連絡協議会事務局
甲賀市商工政策課　労政係
65-0710 ／Fax 63-4087

しがらき健康塾
●日時／平成25年４月17日（水）
●受付／13時30分～14時開講

●場所／信楽中央病院　
●テーマ／慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰ
Ｄ）と禁煙
●内容／肺気腫、慢性気管支炎など
呼吸器の病気について
●定員／20名
申／信楽中央病院（参加無料）
82-0249

みなくち子どもの森
きまぐれ「しぜんさんぽ」
（短時間の自然観察ガイド）のご案内
～スミレやサクラ、

春の花を見ながらお散歩！～
●日時／４月20日（土）14時～１時間
●集合／みなくち子どもの森自然館
●申込／不要。ただし先着15名
●費用／無料。小雨決行
問／みなくち子どもの森自然館
63-6712 ／Fax 63-0466

　  募　集
市営駐車場の利用者募集
●受付期間／4月1日（月）～15日（月）
（土・日を除く9時～17時）
●使用開始日／5月1日（水）
〔甲賀駅南駐車場〕
11区画（うち4区画は軽自動車用）
〔甲南駅前自動車駐車場〕
4区画（うち2区画は身体障がい者用）
3,000円／月
※申し込みの際は事前にお問い合わ

せください。
（申込者多数の場合は抽選となります。）
問・申／生活環境課
65-0686 ／Fax 63-4582

〔油日駅前駐車場〕3,000円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／油日駅を守る会
88-5879

〔甲南駅前駐輪場〕
自転車　1,500円／月
原付　　1,800円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／甲南駅前駐輪場
86-0590

（受付時間／6時15分～9時15分、13
時～14時、18時30分～20時30分）

4月 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

陶業後継者育成修学資金の貸与制度
　信楽焼および八田焼の関連事業所で将来５年以上勤務しようとする方に修学資金を貸与する制度です。

募集人員 若干名
修学機関 デザインまたは窯業に関する技術、技能などを養成する機関
貸与期間 ２年以内
貸与額 月額10万円を限度として無利子で貸与

貸与条件 修学終了後引き続き５年以上陶業関連事業所に就業しようとする方で高等学校卒業又は
高等学校卒業と同等の学力を有すると認められる方

資金返還 貸与を受けた修学資金は卒業後５年以内に50％（家業を就く方は70％）の償還が必要

申請手続 所定の申請書、在学証明書、修学に必要な経費報告書、作文、面接等採否及び貸与額は修学
資金貸与審査会で決定

募集期間 平成25年４月17日(水)まで

商工政策課　☎65-0709問い合わせ

　平成25年10月31日任期満了
の甲賀市議会議員一般選挙の期
日が決まりました。

【選挙の期日(投票日)】
平成25年10月20日(日)

【選挙の告示日】
平成25年10月13日(日)

甲賀市議会議員
一般選挙期日決まる

選挙管理委員会事務局
☎65-0667　Fax63-4561

問い合わせ
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編 集 後 記

このコーナーでは市内の保育園、幼稚園、小中学校の
児童・生徒が描いた絵を順次紹介していきます。

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報紙をめざします。

編集 ・発行

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.lg.jp/

広
報

２０１
3
年

４
月１

日
号

2013.4.1
発
　
行

N
o.
187

多羅尾小学校　3年

俣
また
野
の
　萌
もえ
　さん

土山中学校　1年

濱
はま
田
だ
　智

ち
帆
ほ
さん

希望ヶ丘小学校　4年

吉
よし
村
むら
　光
ひか
璃
り
さん

おんなじ　おんなじ　
でもちょっとちがう

釣

妖精めがね
さしあげます

　春の訪れを表す「春一番」という言葉がありますが、明るいイ
メージとは裏腹に、海の漁師たちによってこの風は多くの海の事
故を発生させてきたことに恐れて名付けられたものが語源だと
いう説があるそうです。
　そして、私にとっては花粉の大嵐であり、それまで小康状態で
あった花粉症が大暴れを始めるサインです。今回取材した「競技
かるた」の世界は、くしゃみ一回で勝負が決まってしまいます。カ
メラのシャッターチャンスも同じで、一日取材し続けてもチャンス
はほんの一瞬です。私の写真もはやく花粉症を治していかなく
ては……。つ

総数
男
女
世帯数

（－40）

46,542人
47,267人

33,167世帯

（－12）

（－28）

（－1）

93,809人
※（　）内は前月比 Ｈ25．2．28現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移
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